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論文の内容の要旨
　オゾン減少の更なる理解およびオゾン層の将来予測のために，極域成層圏オゾン減少量の定量化は重要である。
オゾンゾンデデータを用いたMatch解析は，極域成層圏のオゾン破壊量の評価に不可欠な化学過程と輸送過程の
分離を直接的に行った解析として，これまでに高い評価を受けている。本研究では，このMatch解析を人工衛星
観測データに適応したSate11it讐Match手法を確立した。Sate肚←Matchの利点は，人工衛星による高緯度での連続か
つ均質な観測テータが得られる点，オゾン以外の物質も同時測定できる点である。本研究では，96／97冬について，
オゾンと硝酸の化学的変化を直接，同時に定量化するととに成功した。さらに，過去6年間の北極オゾン減少と
PSC生成の関係を定量的に求めることができた。
　まず，オゾンを含む各大気微量成分とエアロゾルを同時観測する改良型大気周縁赤外分光計（ILAS）データか
ら，1996／97年冬期を事例にして，化学的オゾン減少率，ならびに同時に観測された硝酸と一酸化二窒素濃度の変
化率を算出した。その結果，96／97年北極オゾン減少率は極渦内平均で最大50－70ppbv／day，2月～3月の積算減
少量は高度18～20kmで1，9ppmv，積算オゾン全量減少量は94DUであることが明らかとなった。オゾン減少率は
極渦内での相対位置によって異なり，極渦の中心付近におけるオゾン減少率は，極渦境界付近よりも約3倍も大
きいこと，脱窒と考えられる硝酸の減少は，2月の極渦中心付近のみで起こっている事が確認された。
　次に，POAM　nおよびPOAM醐データを用いて，1994年から2000年各冬期北極におけるオゾン減少量の定量化
を行い，極成層圏雲（PSC）の生成などの年々変動を明らかにした。その結果，ユ999年はオゾン破壊が全く起こっ
ていなかったことと，2000年冬にはこの数年で最大のオゾン破壊が起こっていたことなどが示された。さらに，オ
ゾンと同時に測定されたエアロゾル消散係数データから，統計的手法により各冬のPSC生成率を推定した結果，
PSC発生と大きなオゾン減少の非常によい相関のあること，5％PSCが増加すると，20ppbv／dayオゾン減少率が増
加するという比例関係などが認められた。
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審査の結果の要旨
　本研究は，オゾンゾンデデータを用いた極域成層圏のオゾン破壊量の評価に不可欠な化学過程と輸送過程の分
離を直接的に行ったMatch解析を，人工衛星観測データに適応したSate11ite－Match手法を確立したオリジナリティ
の高い研究である。この手法を用いて，96／97年冬について，オゾンと硝酸の化学的変化を直接，同時に定量化す
ることに成功し，さらに，過去6年聞の北極オゾン減少とPSC生成の関係を定量的に求めた。
　現在，オゾン層の人工衛星観測は各国で計画されており，本研究で確立されたSate11ite－Match手法は，成層圏寒
冷化などの気侯変動に伴本研究は本研究で得られた結果は，今後の成層圏寒冷化などの気侯変動に伴うオゾン層
変動のモニターや，オゾン減少率の定量化研究に不可欠になると期待される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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